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ABSTRACT 
   The purpose of this report was to review the literatures on the relation between psycho-education and the 

enhancement of junior high school students’ self-esteem.  Eight papers were retrieved in CiNii, and we 
discussed about psycho-education’s  purpose,  way of practice, and effects. 
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1. はじめに 
 

近年、青少年の「自尊感情」の低下現象が、

さまざまな形で指摘され（古荘,20091)）、注目

を浴びている。1つは、他の世代もしくは過去

の数値との比較により明らかにされたものであ

り、たとえば、国が2016年に行った「自殺対策

に関する意識調査」2)では、「生きていればい

いことがある」という項目に「そう思う」と回

答する割合は、20代が37%と最も低く、しかも

2008年の62%から、わずか8年で大きく数値が

下降している。 
もう１つは、他国との比較によるものである。 
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国立青少年教育振興機構青少年教育研究センタ 
ー(2015)による国際比較調査3)では、「自分は

ダメな人間だと思うことがある」という項目に 
対し、肯定的に回答した日本の高校生は 72.5%
であり、米国 (45.1%) ・中国 (45.1%) ・韓国

(35.2%)を大きく上回っている。そして、この

ような自尊感情の低さは、不登校やいじめ、校

内暴力等の、学校における諸問題の背景ともみ

なされるとの指摘が以前からなされており(諸
富,19994);慶應義塾大学,20105))、自尊感情という

心理学用語は、現在、特に学校教育の現場にお

いて、重要視されている。 

自尊感情の発達的特徴は、小学生から中学生

にかけて徐々に低下すること、特に、小学生の

高学年から中学1学年にかけての低下率が著し

いことであり（東京都教職員研修センタ
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ー,20116））、これは、この世代の児童・生徒

が他者からの評価を意識し、自己と他者を比較

するようになることが背景にあると考えられて

いる。 
小島(2013)7)は、山本ら(1982)8)によるローゼ

ンバーグの尺度の日本語版を参考に、自尊感情

の測定尺度を作成し、小学校4～6学年612名、

中学校1～3学年169名を対象に実施した結果、

おおむね上記と同様の傾向を見出している。ま

た、小島(20119),201210))は、小・中学校の通常

学級・特別支援学級・通級指導教室の教師を対

象に、発達障がい児の自尊感情の支援について

調査した結果、中学校の教師は、自尊感情を既

に低下させた生徒に対する支援の必要性を、小

学校の教師より強く認識していると考察してい

る。 
これらのことから、自尊感情に関する問題設

定・アプローチは、焦点を当てる青少年の年代

に応じて、適切に考慮すべきと考えられるが、

幼児・小学校低学年の自尊感情に関わる研究動

向を概観した検討として、勝浦(2015)11)が挙げ

られる。勝浦 (2015)11)は、論文検索サイト

CiNii12)で、キーワード「子ども」「幼児」「小

学」「児童」「自尊感情」の組み合わせによる

検索を行い、ヒットした中から適宜抽出した諸

文献について、当時の時代背景や学習指導要領

等との関連から年代順にレビューを行った。そ

の中では、2000年から2005年にかけて、学校生

活の中で教師が、自尊感情について、どのよう

に授業や子どもたちのサポートを行っていけば

よいかの示唆を与える文献が多いこと、2006年
から2010年にかけて、自尊感情を「高める」

「育む」といった文言が多くみられるようにな

ること、2011年から2015年にかけて、家庭・学

校・自治体において、どのように、子どもたち

の自尊感情を育んでいくかについて、多方面か

ら研究されていることが述べられている。 
このようなさまざまな取り組みは、上記の小

島(20119),201210)) の報告にもある通り、自尊感

情を既に低下させた中学生にとっても、特に重

要と考えられるが、本稿では、その中の「心理

教育」を採り上げる。 
ただ単に「心理教育」と言うと、精神保健問

題を抱える患者本人および家族に対し、必要な

知識・情報を提供することによって、エンパワ

ーメントを与え、最善の対応法を修得させる教

育というイメージが強いが、本稿で問題とする、

学校での心理教育とは、安達(201213),201414))に
よれば、「普通学級に在籍する子どもから成る

集団(主に学級集団)を対象とし、子どもの心理

的、社会的健康を増進することを目指した、心

理学的知見、心理臨床実践を応用した教育実践

活動」と定義され、構成的グループエンカウン

ター、ソーシャルスキル・トレーニング、スト

レスマネジメント教育、アサーション・トレー

ニング、ピアサポート等が、代表的なプログラ

ムとして知られている。  
吉川,高橋(2006)15)、 坂井,高田,五十嵐(2015)16)

は、中学生を対象とした調査研究において、学

級生活への満足度や学校での「居心地の良さの

感覚」が、自尊感情の高さと正の相関があるこ

とを示した。そして、その背景となるソーシャ

ルスキル、コミュニケーションスキルの重要性

について考察すると同時に、構成的グループエ

ンカウンターやアサーション・トレーニング、

コミュニケーションスキル・トレーニングを、

生徒に実践することの有効性を指摘している。

また、山﨑(2012)17)は、これらのプログラムが、

日本の学校現場で実際に、多様な実践の広がり

を見せていると述べており、鈴木,川瀬(2013)18)、

安達(2014)14)は、特に、構成的グループエンカ

ウンターやソーシャルスキル・トレーニングが、

学校での問題や疾患にとっての1次予防策とし

て、または、中学生同士の関係性・対人関係の

改善を目的として、よく実施されていることを

報告している。 
本研究の目的は、勝浦(2015)11)と同様にCiNii

を活用し、中学生の自尊感情を高める心理教育

の実践について、近年の研究動向を探ることに

ある。窪田(2013)19)は、心理教育を、基本的な
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対人スキルの獲得・維持を目的とした「対人ス

キルアップ・プログラム」と、特定問題に関す

る心理教育とに分類しているが、本稿では、主

に前者を扱う。前者の具体的な目標として、対

人スキル（の向上）、ストレスマネジメント、

自尊感情（の向上）、ソーシャルサポートが挙

げられているが、安達(2014)14)が、そのための

代表的なプログラムとして挙げた、構成的グル

ープエンカウンター、ソーシャルスキル・トレ

ーニング、ストレスマネジメント教育、アサー

ション・トレーニング、ピアサポートが扱われ

ていることを、文献抽出の目安としたい。一方、

窪田(2013)19)は、後者の具体的な内容として、

薬物乱用防止教育、性教育、デートDV防止教

育、自殺予防教育、心の減災教育を挙げている

が、これらと内容的に近い「いのちの教育」

「思春期ピアカウンセリング」を扱った文献は、

今回は取り上げない。 
 

2. 方 法

 

論文検索サイト CiNii で、“中学”“自尊感情” 
“心理教育”のキーワードにより文献検索（「本

文あり」）を行ったところ、ヒットした文献は

3 件だった。そこで、勝浦(2015)11)と同様、“中
学”“自尊感情”のみのキーワードにより再度文

献検索を行ったところ、124 件がヒットした。

このうち、勝浦(2015)11)と同様、学会の抄録等

を除外し、さらに前節で述べた基準により、検

討対象とする 8件の文献を抽出した（一部を除

き、CiNii から論文本体をダウンロードできな

い文献は含めていない）。なお、これらの研究

で使用されている、自尊感情の測定のためのさ

まざまな尺度を、確認しておきたい。 

①山本らの尺度(1982)8) 
ローゼンバーグの自尊感情尺度の日本語版

（10項目）。 
②ポープの尺度20) 
全般的・身体的・社会的・学力的・家族の5

領域から成る自尊感情尺度（各10項目）。 
③東京都版(2011)6) 

ローゼンバーグ、ポープの尺度を基に、東京

都教職員研修センターが、慶應義塾大学の研究

グループと共同で開発したもの。「自己評価・

自己受容」「関係の中での自己」「自己主張・

自己決定」の3因子で構成されている（22項
目）。 

 
3. 結 果

 
幼児、小学校低学年の自尊感情に関する諸研

究についての勝浦(2015)11)の分析は、年代別を

基本とし、若者論や教育的課題を中心とした時

代背景との関連づけの下で行われていた。この

視点は、中学生の自尊感情についても同様に有

効と思われるが、本稿では主に、心理教育の目

的・実施方法、自尊感情等の測定による効果の

検証といった観点からまとめたい。 
 

・松田,三宅(2006)21) 
地方の小規模な小学校の4学年および中学校

の1学年各1クラスを対象（自尊感情の低下が潜

在化・顕在化する時期を考慮して選定、当該小

学校5,6学年、当該中学校2,3学年が対照群注1）

に、柔軟な人間関係づくり、社会性の伸長、自

己効力感・自尊感情の向上をめざした、10回分

のピアサポート訓練（毎週1回、2005年4月中旬

～7月初旬）が、「特別活動」の授業の中で実

施された。各回のピアサポート訓練のテーマ・

概要の決定、指導計画の作成および実施は、地

元の私立大学心理学科3年生6名が担当し、実施

に当たっては、担任を含む校内の教師が、積極

的に参加した。訓練の実施前後（2005年4月初

旬,7月中旬）に、対象となる児童・生徒の自尊

感情等が測定（山本ら(1982)8）の尺度を一部削

除・修正して使用）され、小学生35名（実施群

11名・対照群24名）・中学生50名（実施群14
名・対照群36名）分のデータが分析対象となっ

た。分散分析の結果、いずれの学年においても、
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訓練実施前後で自尊感情得点の有意な変化は認

められず、むしろ、訓練を実施した学年では、

自尊感情得点が低下する傾向が示された。この

点に関しては、児童・生徒の自己省察・自己評

価が、訓練により深化した可能性があること、

教師の児童・生徒への評価は上昇していること

から、訓練により対人関係スキル獲得の効果が

あったことが、考察されている。 
・荒木田,白井,奥野,鈴木,永井,山名(2006)22) 
学外での、友人との関係性およびコミュニケ

ーションのトレーニングに焦点を当てた「ピア

カウンセラー養成講座」が、中学校1～3学年19
名を対象に、2005年8月の2日間（合計10時間）、

自治体の保健センターで実施された（統制群は

設定されていない注1）。プログラムは、カウン

セリングの技術を学ぶ等の言語的な活動を中心

としたワークと、体を動かす・友人と触れ合う

といった非言語的な活動を中心としたワークを

組み合わせた内容で、交流分析士の資格を持つ

カウンセリング経験者が指導を担当している。

講座当日の実施前・終了直後に、参加者の自尊

感情等が測定された（ポープの尺度20）のうち、

全般的尺度・身体的尺度・社会的尺度を使用）。

講座に2日とも参加した生徒12名について、講

座前後の自尊感情の変化を t 検定により検討し

た結果、全体の平均点の有意な上昇は認められ

た（5%水準）が、全般的・身体的・社会的の

下位尺度の得点の有意な変化は見られなかった。

また、講座により向上が見込まれる傾聴スキル、

アサーションスキルについての尺度得点の変化

を、Wilcoxon の符号付き順位検定および t 検定

により検討した結果、得点の有意な上昇は認め

られず、自尊感情得点との有意な関係性も見ら

れなかった。しかし、講座全体の総括としては、

自尊感情尺度の平均点の有意な上昇および傾聴

スキル、アサーションスキルについての一定の

向上が認められたことを、一応の成果と見なし

ている。一方、今後の課題として、参加者の発

達段階を考慮したプログラムの改善が必要であ

ること、ワークのグループ編成に配慮すべきこ

と、統計的処理が可能な参加人数を確保するこ

とが挙げられた。 
・岡田,藤亀(2007)23) 
公立中学校1~3学年511名を対象に、帰りのホ

ームルームを利用した対人関係エクササイズが、

5週間（5月中旬～7月初旬）実施された。エク

ササイズは、毎週各班から選ばれた「主人公」

に班員が注目し、その努力を本人にフィードバ

ックするという内容で、エクササイズの実施前

後（5月,7月）に、マズローの欲求階層説に基

づいた質問紙調査（「自尊感情の高さ」につい

ての下位尺度を含む）が実施されている。t 検
定の結果、所属感や承認感、達成志向が、エク

ササイズの後で伸びたが、自尊感情はそれほど

でもないことが示された。 
・牧野(2011)24) 
既存のプログラムから選考もしくは新規開発

された内容により構成されたコミュニケーショ

ンスキル訓練プログラムが、公立中学校1～3学
年6名を対象に、大学主催の「夏休み中学生セ

ミナー」で実施された。プログラムは、状況判

断、関係構築、会話、自己表現、問題解決等を

内容とする6時間ほどの工程で、大学生7名がフ

ァシリテーターとして参加している。当日のプ

ログラム実施前・終了直後に、参加者の自尊感

情等が測定（山本らの尺度(1982)8）を使用）さ

れ、6名全員から有効回答が得られた。t 検定に

より、プログラム前後の諸変数の変化を検討し

た結果、いくつかのスキルの向上ならびに否定

的気分の有意な下降（5%水準）がみられたも

のの、自己効力感や自尊感情は変化しなかった。

この点については、自己効力感・自尊感情は、

いずれも比較的永続的な自己評価であるため、

1日6時間のプログラムでは変化が見込みにくい

こと、1回限りの短期訓練プログラムであった

ため、向上したスキルも一時的なものとして認

識された可能性があることが、考察されている。

これらを踏まえ、「長期的訓練を行なう、定期

的に複数回の訓練を行なう」などにより、比較

的永続的なスキルの向上を目指したプログラム
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を設定し、自尊感情等の変容を再検討する必要

があること、より大人数の集団でプログラムを

実施する必要があることが、今後の課題として

展望された。 
・小室(2012)25) 
生徒間のコミュニケーションや人間関係の改

善および自尊感情の向上を目的として、中学校

1学年3クラスを対象（「中1ギャップ」と呼ば

れるような、校種および生活環境・人間関係の

変化への適応が課題となる時期であることを考

慮して選定）に、3回分のアサーション・トレ

ーニング（X年12月～X年12月+2月）が、「総

合の時間」を利用して実施された。実施者は、

学級担任と養護教諭（おそらく筆者）である。

3回のトレーニングの内容は、「非言語行動」

「肯定的メッセージ」「アサーション」であり、

1回目の指導開始前および3回目の指導終了後に、

指導評価のための質問紙調査（自己肯定（自尊

感情に対応）、他者肯定、アサーション、自己

実現、生活充実感の5分野で構成）が実施され、

両方の調査に参加した72名（男子41名・女子31
名）分のデータが分析対象となった。 t 検定の

結果、トレーニング実施前後で、自尊感情、ア

サーションに関するいずれの質問項目について

も、得点の有意な上昇は認められなかったが、

各回の指導終了後に実施した「ふりかえりシー

ト」の自由記述の内容から、今回のトレーニン

グに、自尊感情を高める効果があったと考察さ

れている。t 検定で、自尊感情の有意な上昇が

認められなかった点については、質問紙調査が、

筆者が先行研究を参考に改変したものであり、

信頼性・妥当性が確認されていなかったこと、

指導回数と指導期間が十分であったかについて

は検討の余地があること等が、考えられる理由

として挙げられた。 
・山﨑(2012)17) 

自尊感情を高める効果の検討を目的として、

公立中学校1・3学年各3クラスの175名を対象に、

「リフレーミング」「アサーティブな自己表現」

の2回分のグループワークが、2011年6月中に週

1回ずつ、「道徳」の時間を用いて実施された

（統制群は設定されていない注1）。実施者は、

各クラスの担任であり、研究者から提示された

同一の指導案に沿った実施を求められている。

ワークの前後で測定された自尊感情得点（東京

都版(2011)6）を使用、1回目のワーク実施直前と、

2回目のワーク実施1週間後に測定、有効回答者

数142名）について、t 検定による比較を行った

ところ、回答者全体、1･3学年、男子･女子すべ

ての群において、ワーク実施後、有意に得点が

高くなることが見出された（5%水準）。また、

尺度を構成する3因子のうち、「自己評価・自

己受容」「自己主張・自己決定」の得点が、回

答者全体、3学年、女子の群において、ワーク

実施後、有意に得点が高くなることが見出され

た（5%水準、1年生の群では「自己主張・自己

決定」の得点のみ有意に上昇）。 
ワーク実施後、「自己主張・自己決定」の得

点が上昇した点については、今回のワークに

「アサーティブな自己表現」の内容が含まれて

いることが影響していると考えられた。また、

「自尊感情得点の変化に関しては、様々な要因

が絡んでくるため、2回のみの実施では、グル

ープワークによる効果とは言い難い」との記述

もあり、「回数を増やす、あるいは継続する」

といった、より長期的な計画の必要性も指摘さ

れている。 
・鈴木,川瀬(2013)18） 
視野の広がりにともなう感情のコントロール、

ひいては自尊感情の向上を目標とした心理教育

が、公立中学校2学年2クラス（実施群）を対象

に、1ヶ月おきに3回（X年10月～12月）、「保

健体育」の授業の中で実施された（同中学校

1,3学年各2クラスが対照群注1）。心理教育プロ

グラム（ブレインストーミング法や10年後の理

想の自己像イメージ等の内容）の計画と教材は、

研究者が構成し、各クラスの担任教諭の補助の

下、同校に勤務するスクールカウンセラー（お

そらく筆者）が、実施を担当した。プログラム

の実践前後（詳細な時期は不明）に、実施群・
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対照群の自尊感情等が測定（山本らの尺度

(1982)8）を使用）され、有効回答が得られた実

施群49名・対照群118名分のデータが分析対象

となった。分散分析の結果、プログラム実施後

の2学年の自尊感情得点が、1,3学年よりも有意

に高いことが示され、感情のコントロール法の

教示を通じて自尊感情が向上したことがうかが

われた。ただし、今回は検証されなかった、プ

ログラムの長期的効果についての問題も指摘さ

れている。 
・浜口(2014)26) 

ロールレタリング（Role Lettering：以下RLと
略）は「役割交換書簡法」とも呼ばれ、参加者

が自他双方の役割を担い、「自分から相手」

「相手から自分」への書簡を交換する心理技法

であり、1975年当時、法務教官だった和田秀隆

が非行少年に対して実施したのが始まりとされ

る（浜口,201426））。 
公立中学校の1～2学年178名を対象としたRL

の実施（2013年5月、10月に2回ずつ）をクラス

担任に依頼し（教示マニュアルは、筆者が作

成）、その前後（2013年4月、7月、10月）に実

施した自尊感情測定尺度（東京都版(2011)6）を

使用）・エゴグラムチェックリストについて

113名分の有効回答を得た。 
RL実施前後の変化を検討するため、t 検定に

よる比較を行ったところ、RL実施群全体では

自尊感情得点の変化は見られなかったものの、

1学年では、4月と10月の得点の間に有意差が見

られた（5%水準）。また、自尊感情尺度を構

成する3因子それぞれの得点について、同様の

比較を行ったところ、やはり、RL実施群全体

では、どの因子別得点の変化も見られなかった

ものの、1学年では、「関係の中での自己」因

子と「自己主張・自己決定」因子について、4
月と10月の得点に有意差が見られた（5%水準）
注２。 
考察では、RL実施群全体として何ら有意差

が見られなかった点については、RLおよび自

尊感情尺度の実施の回数やタイミングに原因が

あった可能性、また、1学年では有意差がみら

れた点については、RLの実施ではなく、中学

校生活への適応による自信が影響している可能

性が指摘された。したがって、定量的なデータ

からは、RLの有効性は示されなかったが、RL
の記述内容の分析から、生徒の「カタルシス」

「自己理解」「他者理解」を読み取り、学校教

育におけるRLの効果を示すものとしてまとめ

ている。 
 

4. 考 察 
 
本稿の検討対象となった8件の文献から得ら

れた、心理教育が自尊感情の向上に及ぼす効果

についての知見は、3つのタイプに分類される。 
第1と第2のタイプは、統計的検定の結果を基に、

効果の有無を判断するもので、荒木田他

(2006)22)、山﨑(2012)17)、鈴木,川瀬(2013)18）では 
肯定的な結果、松田,三宅(2006)21)、岡田,藤亀

(2007)23)、牧野(2011)24)では、否定的な結果が得

られた。第3のタイプは、統計的検定の結果も

参照しつつも、むしろ生徒の自由記述を判断基

準として重視するもので、該当する小室

(2012)25)、浜口(2014)26)では、いずれも効果を肯

定する結論が導かれている。すなわち、上記の

効果について、一概に、肯定的な知見が得られ

ているわけではない。その背景は、前節の、各

文献の記述に示したとおりだが、本節では、こ

の点に関係する考察を中心に、記述を進めたい。 
まず第1に、多くの文献で指摘されているの

は、今回報告された心理教育の実施時期・期間

である。安達(2014)14)は、心理教育実践研究に

よって描き出される心理教育の現状と、学校現

場で実際に実践されている現状とは異なると指

摘しているが、本稿の対象は、主に前者の、研

究者の立場からの実践と言える。山﨑(2012)17)、

浜口(2014)26)では、学級担任が実施を担ったが、

指導案やマニュアルは研究者が作成しており、

小室(2012)25)は、養護教諭としてのアサーショ

ン・トレーニングの実践報告であると同時に、
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修士論文の研究内容でもある。実施者は、上記

以外でも、学生（松田 ,三宅 (2006)21)、牧野

(2011)24)）やカウンセラー（荒木田他(2006)22)、

鈴木,川瀬(2013)18））とさまざまだが、外部の研

究者のデザインによる介入という形がほとんど

だったため、希望どおりのタイミングで実施で

きなかったり（浜口,201426)）、回数や継続性に

ついて制約を受けたりするのは、止むを得ない

ことであったろう。牧野(2011)24)は、自尊感情

の上昇がみられなかった結果の原因をその点に

求めているし、自尊感情の上昇を見出したとす

る小室 (2012)25) 、山﨑 (2012)17) 、鈴木 , 川瀬

(2013)18)でさえも、心理教育の長期的実施およ

びその効果の検証の必要性を説いている。これ

を実現するとなれば、やはり、学校現場の教員

による授業実践をおいてないだろうが、この点

について少し考えてみたい。 
安達(2014) 14)は、青森県の学校教員を対象と

した調査において、教員の心理教育経験率が

小・中学校で約70%と、従来の研究よりかなり

高い数値を見出した。これについて、安達

(2014)14)は、回答者が事前に心理教育について

の講義を聴講していたために、自らの実践を心

理教育として意識するようになったと考えられ

ること、ソーシャルスキル・トレーニングや構

成的グループエンカウンターは、さまざまな授

業場面で、時間や手間をかけずに応用できるこ

とを指摘している。本稿では、「技術」「家庭」

「音楽」といった授業での実践についての文献

は、検討の対象外としたが、担当者自身が意識

せずに、授業場面で折に触れて心理教育を行っ

ている実態は、全国的にみられると考えられる。

一方、研究者が主導する心理教育は、明確な目

的のもと、構造化された内容を、授業場面全体

にわたって実施するという違いがある。今後、

両者の様態、効果を明らかにした上で、現場で、

どのように使い分けたり、組み合わせたりする

べきかといった、実践にかかわる議論が活発化

し、児童・生徒が、心理教育の効果を不断に受

益できるようになることが望まれるし、その点

を見越して、教員と研究者とが、適切な連携の

下で、知見を交換し合い、望ましい心理教育の

あり方が創案されていくことも期待したい。 
第2に、各文献の、心理教育の目的が、結果

に及ぼした影響について考察したい。今回取り

上げた文献では、すべて自尊感情の測定が行な

われているが、心理教育の目的・効果を、自尊

感情の向上に焦点化しているのは山﨑(2012)17)

のみであり、それ以外では、コミュニケーショ

ン・スキルの向上等、対人関係の改善が併記さ

れていたり、もしくは、それを介して自尊感情

の向上を目指すとする研究が多かった（松田,
三宅 (2006)21)、荒木田他 (2006)22)、岡田 ,藤亀

(2007)23)、牧野(2011)24)、小室(2012)25)、鈴木,川
瀬(2013)18)）。これらの研究で実施された心理

教育は、実際に、対人関係の改善にかかわる内

容となっており、鈴木，川瀬 (2013)18)、浜口

(2014)26)において、それぞれ、心理教育の目

的・効果として掲げられた「感情のコントロー

ル」「エゴグラムの変化」も、対人関係の改善

につながるものと考えられるだろう（山﨑

(2012)17)でさえ、実施した心理教育の内容は

「リフレーミング」「アサーティブな自己表現」

である）。 

心理教育の目的は、窪田(2013)19)も指摘する

とおり、自尊感情の向上以外にも、対人スキル

の向上やストレスマネジメント等さまざまであ

る。もちろん、これらの目的は、密接に関連し

合うことが多く、単一の心理教育プログラムに

より、複数の目的が達成されることが十分見込

める。しかし、上記のように、対人関係の改善

を、具体的な目的とした心理教育では、自尊感

情の向上は、あくまで副次的な効果としての位

置づけとも考えられる。松田,三宅(2006)21)、岡

田,藤亀(2007)23)、牧野(2011)24)において、生徒

の社会性やコミュニケーションスキル等の向上

は認められたものの、自尊感情の向上について

は否定的な結果が得られたのは、こういった事

情も関連しているのではないか。 
また、上記で明らかなように、対人関係の改
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善と自尊感情の向上との間に強い関係性を認め

る研究者は多く、今後も、後者を実現するため

には、前者の達成をはかることが有効であると

の見通しのもと、対人関係の改善に主眼を置い

た心理教育プログラムが立案されるケースは、

多々あり得るだろう。それらの知見を踏まえ、

多様なプログラムを、自尊感情の向上の効果の

有無について整理し、目的とマッチした心理教

育のあり方が明確化され、教育の現場で共有・

実施されていくことを望みたい。 
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注１ 各文献についての「対照群」「統制群」の表記は、

原著のままとした。 

注 2 浜口（2014）26)は、得点の上昇・下降および具体的

な数値について明示していないが、上昇したものと推

測される。 
 

要 旨

論文検索サイト CiNii を活用し、心理教育と中学生の自尊感情の向上との関連性を扱った 

8 編の論文をレビューした。それらの特徴抽出に基づき、心理教育の目的・実施方法・効果 
について考察を進めた。 
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